
株式会社ケイズエアシステム様
東京都

ケイズエアシステム様は、八王子市で創業25年「快適な空間、それを当たり前にする仕事」を掲げ、家庭用ルームエアコン
から、業務用エアコンの販売・施工・修理・メンテナンスなど、エアコンに関わるすべての業務を行っています。また、補助金
を活用した更新工事や、公共工事の入札業者として様々な物件を取り扱っておられます。事務所内はアメリカンインダストリ
アル調でまとめられており、インテリアへのこだわりが感じられます。
今回は、そんなケイズエアシステム様の事務所の会議室に、The Art Line（ルームエアコン）をご採用いただきました。

株式会社ケイズエアシステム
代表取締役　鹿山  剛央様

インテリアにこだわる方におすすめしたい、デザイン性の高い家電

導入場所 事務所 会議室

導入機種 risora

本体色 ダークグレー

デザイン ART /HERALBONY /
ミラーボール

型番 BCFS5A-J5

The Art Lineを知ったきっかけ 展示会で実物を見て

エアコンのイメージを変える
斬新なアイデアとデザイン

ARTNATUREBREND

模様替え感覚で
パネルが替えられるエアコン

The Art Line ご採用事例

はじめてThe Art Lineを拝見したのは、2024年に開催され
た展示会でした。展示されていたデザインを目にした瞬間、
「すごいのが出たな。エアコンもここまできたか。」という印象
を受けました。これまでのエアコンは、部屋の中で目立たない
よう存在感を消すというイメージでしたが、あえて見せる方に
シフトしたのは、すごく面白いアイデアだと思います。

The Art Lineは種類が豊富で、どのデザインを選ぶか結構悩
みましたね。ラインアップの「BLEND」「NATURE」は部屋に
設置した時のイメージがすぐに沸きましたが、「ART」はデザ
インがとても斬新で、実際にどんな印象になるか想像がつきま
せんでした。そこで、まずは当社で試してみたいと思い、中でも、
特にインパクトがあり目を惹く「ミラーボール」を選びました。

この機種は、前面のパネルだけを追加で購入できるため、いつ
でも取り替えられるところがいいなと思いました。エアコンは
壊れたら替えるではなく、デザインに飽きたら前面パネルだけ
を替える。これまでになかった、エアコンの新しい選択肢だと
思います。本体色もホワイトとダークグレーから選べますし、コ
ンセントまで色が統一されているのには感動しましたね。デザ
イン重視だからこその、こだわりを感じます。
また、多彩なカラーで展開されているダイキンのルームエアコン
「risora」は以前から知っていましたが、そちらともデザインの
違いを感じました。たとえばrisoraは、「黒い壁だから黒のエ
アコンを選ぶ」といった感じで、エアコンを部屋に馴染ませる
感覚が強い印象かと思いますが、The Art Lineはインテリア
や絵画のように「魅せる」こともできるエアコン。この発想はす
ごく斬新で、エアコンの常識を変える商品だと感じました。
設置後は、社員もデザイン性に驚いていましたが、来社される
方は、意外にもエアコンだと気づかない方が多いんです。イン
テリアの一部として、うまく馴染んでいるのかもしれません。
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The Art Lineをご採用された株式会社ケイズエアシステム様にお話をお伺いしました



70加湿 タイプ

薄型スタイリッシュエアコン インテリアに調和するタワー型

https://www.ac.daikin.co.jp/
theartline

The Art Line 
WEBサイト

個性を表現する全57種類のデザイン NEW

自分好みのデザインを選んで
日々の暮らしをもっと楽しく快適に

The Art Lineの魅力は「エアコンの選択肢が拡がる」というところ。
こんなにいい商品ができたので、もっと多くの人に知ってもらいた
いですよね。ここまで素材、色、デザインにまでこだわったエアコン
は他社製品にはないので、これから、いかにお客様へ浸透させるか
がテーマじゃないかなと思います。
HERALBONYとのコラボデザインでいうと、障害のある方が描いた
絵がエアコンのデザインになっている。そういった商品の背景を知
ることで、さらに興味を持ってくれるお客様は少なからずいると思
うんです。そんなお客様に届くように、コンセプトやストーリーを
しっかりと伝えていくことも大事な気がします。
エアコンは必要だけど、インテリアとしてはジャマだなと思っていた
方が、The Art Lineで好きなデザインを選ぶことで、エアコンを見て
楽しい気持ちになったり、日々モチベーションが上がることにつな
がると、お客様も嬉しいと思うんですよね。
特にインテリアにこだわる客様には、部屋に絵画を飾る感覚で、

The Art Lineをおすすめしていきたいですね。

営業担当者の声
展示会でThe Art Lineをご覧いただいた時から非常に興味を持たれており、
事務所のエアコン更新の際に「ミラーボール」を採用されたのは、こだわりの
ある鹿山社長らしいと感じました。
機能性も重要ですが、パネルを替えるだけで空間を創り上げることができるデザ
イン性の選択肢があるのは、ダイキンの強みです。これを機に、他の販売店様に
もThe Art Lineが一台でも多く認知していただけるように、積極的にPRしてい
きたいです。

（左）株式会社ケイズエアシステム
　　　代表取締役　鹿山  剛央様
（右）ダイキンHVACソリューション東京株式会社
　　　鈴木  將嵩


